
生成人工知能と大規模言語モデルの時代の英文作法： 

自己表出と文章作成の楽しさを伝えることの重要性 
Promoting students to express themselves and write essays  

on their own in the age of GenAI and LLM 
 

原田 康也†，森下美和‡ 

Yasunari Harada, Miwa Morishita 

†
早稲田大学，

‡
神戸学院大学 

Waseda University, Kobe Gakuin University 

harada@waseda.jp 

 

概要 
今世紀に入ってからのインターネット上での学習資
源のあり方や学生の動向と社会の要請などを前提とし
て、本研究では、生成人工知能と大規模言語モデルの活
用が日常的になった現在の日本の社会状況の中で、大
学での英語学習の目的・あり方・進め方について検討す
ることを目指している。 
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1. はじめに  

本研究は、生成人工知能と大規模言語モデルの活用

が日常的になった現在の日本の社会状況の中で、大学

での英語学習の目的・あり方・進め方について検討する

ことを目指している。前提となる基本的な認識として

は、今世紀に入ってからのインターネット上での学習

資源のあり方や学生の動向と社会の要請なども踏まえ

て、以下のような観点を出発点とする。 

(1) 学習者が教員の提供するひな形や機械翻訳ソフト

などに依存することなく、自律的に英語による口頭発

表や文章作成を行うことを促すためには、どのような

課題設定と制約を与えることが望ましいか。 

(2) どのような英語学習環境・英文作成支援ツールを提

供すると、学習者の自律的相互学習の中で産出する英

文の質的向上を期待できるか。英文の質的向上をどの

ように評価するか。 

(3) 学習者が英語で作成した文章に対する学習者間の

相互チェック・学習者による自己チェックを通して、学

習者に自身の英語について内省を促し、作成する英文

の質の向上を目指すにはどうしたらよいか。 

(4) 相互チェック・自己チェックにおいてどのようなユ

ーザ・インタフェースの英文作成支援ツールを利用す

ると、作成する英文の中で適切な修飾・限定を行うよう

に促すことができるのか。 

2. これまでの経緯 

著者たちは、理論言語学・心理言語学などの研究を背

景として、それぞれの所属大学において英語の授業を

担当しながら、授業実践と学習実験などを通して日本

人大学生の英語学習における問題点について検討を続

けてきた。特に、語彙・文法の知識と読解を中心とした

大学入試対策に特化した中学・高校での学習の結果と

して、リーディングに比してリスニングが弱く、ライテ

ィングとスピーキングは（特に時間的制約がある場合）

さらに弱いということをさまざまな試験結果などから

実証的に示してきた。 

特に、疑問文の産出を苦手とする場合が多く、比較的

偏差値が高いとみられている大学・学部の学生であっ

ても、簡単なwh-疑問文を構文的に正確に産出すること

が難しいことも明らかにした。PO（前置詞目的語）/DO 

（二重目的語）のプライミング実験から、そもそもこう

した構文や関連する連語の習得が不十分であることも

明らかとなった。 

さらに、英語で意見を述べたり文章をまとめたりす

る際に、いろいろな条件や限定を加えることに慣れて

おらず、例えば音楽が好きです、という場合に、どのよ

うな音楽が好きかということを述べる習慣が身につい

ていない。このため、英文としては形容詞や修飾語がな

い名詞がならび、内容的に貧弱な印象を与えてしまう

ということもわかっている。 

このように、基本的な語彙・連語・文法の知識におい

ても習得が不十分で運用に習熟していない項目が多々

あるほか、英語のつづりと発音の関係に対する理解と

習熟が不十分なため、リスニングに様々な課題があり、

英語での質問に対して英語で答えるというようなリア

ルタイムのリスニング・スピーキングについては、大部

分の学生が極めて初歩的な段階にあることも明らかと
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なっている。 

3. 大学における英語学習 

このように大学入学時点の英語学習到達度には様々

な課題があるが、個別的な課題に拘泥してその解消を

中心とした授業・カリキュラム構築は、学生の学習意欲

の観点からも大学教育の目標からも望ましくない。 

大学における英語学習の果たすべき役割には少なく

とも (1) 文法・語彙・表現に関わる知識と正確な発音

を身に付けること、(2) 4技能の運用能力を高めつつ、

英語を使って批判的に文書や他者の講演・発言を理解

し、口頭発表をして内容を文章にまとめるなどの学問

的な英語の使用を身に付けること、(3) 学生同士の全人

的な交流を通じて学生を心身の健全な状態に保ちつつ、

クラスや学部・大学に対する帰属意識を高めること、の

3つの要素が含まれると著者たちは信じている。 

4. 生成人工知能と大規模言語モデル 

著者たちは、台湾国立清華大学自然言語処理研究室

の Jason S. Chang 博士の開発した自然言語処理技術を

活用した英文作成支援ツール（Linggle）を試用し評価

した。また、同研究室では大規模言語モデルを活用して

学生の作成した英文のレベルを評価し、そこに使われ

ている confusable words を修正することで文章のレベ

ルを向上させる CleverFoxも開発している。 

2022年度から 2023年度にかけて進めた研究では、比

較的基本的な英語の名詞と形容詞について、組み合わ

せることが可能なもの（連語）を 100 名ほどの学生か

らアンケート形式で選択してもらったが、母語話者の

感覚からするとあまり自然でない組み合わせも多く選

ばれていた。また、一般に入手可能な Grammarly と上

記の Linggle で学生の書いた作文をチェックしたとこ

ろ、Grammarly は文法的な間違いや句読点の不適切な

使用などを忠実に指摘してきたが、連語や形容詞選択

の問題点については Linggle の方が意味のある指摘を

多く行っていた。CleverFox は学生の作文を A2/B1/B2

など CEFR のレベルで判定するとともに、連語も含め

て表現の不適切なところをどのように修正すると作文

のレベルが向上するか、具体的に指摘する機能を有し

ている。 

こうしたツールは、学習者の代わりに課題に対する

回答を提供するのではなく、学習者のコミュニケーシ

ョン活動・学習活動を支援することを通じて、結果とし

て英語についても内省を通して学習が成立する機会を

提供することが可能となっている。 

当日は、上記を含め、国立清華大学との共同研究の内

容について、最新のデータに基づき発表する予定であ

る。 
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